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生物多様性の損失は、気候変動とならび私たち

が直面している環境問題の2大危機といえます。両

者はコインの表裏のような関係である一方で、気

候変動に比べると、生物多様性の損失については

「生物多様性が失われるのは大変そうだけど、実

害を感じない」という印象が依然強いかもしれま

せん。実際に、その損失が経済に与える影響や、

これらの金額的価値への換算が課題となり、生物

多様性への企業の注目度、基金の設立、投資は気

候変動対策に大きく後れを取ってきました
[1]

。

この「生態系が人の暮らしや経済にどう貢献し

ているか、その金額的な評価」という課題は、

1990年代から国際的な課題として掲げられてきま

した。自然資本の再認識、生態系サービスの活用、

その活用のための自然環境の維持・向上、といっ

た持続可能なサイクルを作るためにも、この課題

解決のための取り組みが加速化しています。

新しい動きの一つとして、昨年3月、国連が「生

態系勘定（SEEA EA）」を経済報告の新たな国際

基準として適用することを採択しました
[2]

。これは

国 際 的 な 経 済 体 系 で あ る 国 民 経 済 計 算 体 系

（SNA）と生態系関連の統計（生態系サービス・

資産の金額換算評価）を連携させるための枠組み

です。この枠組みは、5つの勘定項目に基づきます
[3]

。5つとは①生態系の範囲、②生態系の質、③生

態系サービス、④生態系サービスの収支額（世帯

や企業ごとの利用額から算出）、⑤生態系の資産

額です
[3]

。生態系の資産額は、その生態系が供給

する各サービスの正味現在価値を合計することで

算出されます。正味現在価値とは、投資の採算性

の指標で、将来回収できる額と投資額の差で算出

されます。そして、対象期間の生態系資産の始値

と終値を比較することで、その期間に生態系が向

上、劣化、維持、価格変更に伴う変化をしたか、

金額の増減により評価をします
[3]

。

この枠組みが普及することの意義は、主として、

生態系の社会貢献度を金銭的に定量評価でき、既

に市場にある商品やサービスと比較が可能になる

ことです。また、生態系の空間的な劣化と向上を

定量的にモニタリングすることも可能になるで

しょう。生物多様性条約事務局は、ポスト2020生

物多様性枠組の目標の進捗評価の指標に、SEEA

EAの評価が活用されることを示唆しています
[4]

。

ただし、この枠組みにもいくつかの課題が残っ

ています。一番大きな課題としては、 ”生態系”自

体の独立した市場がまだ確立していないことです
[5]

。

また、各国でこの勘定プロセスについてのガイダ

ンスを示す必要があり、各評価者がこれを理解し、

政策や事業に浸透するのにはまだ時間がかかると

考えられています
[6]

。さらに、生態系の範囲、質、

サービスのデータを各所で充実させていくことも

必要になっていきます
[6]

。

このような評価方法の基盤となる各生態系の

データは、主に現地調査と空間解析によって記

録・収集・統合されることになります。

当社においても、環境調査が経済・社会と生態

系をつなぐ重要な役割を持つことを常に意識し、

今後も陸域生態系・海域生態系の正確な記録と評

価に努めてまいります。
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